
法科⼤学院授業料免除について 
 
 本法科⼤学院の授業料免除は，以下のような基準で取り扱う旨本学の評議会で決定されています。 
  
 ｢学業優秀に重きをおき，かつ，経済的な理由により授業料の納⼊が困難である者に，その納⼊を免除することに
より，学業へのインセンティブを与えること」を主たる⽬的として，独⽴⾏政法⼈⽇本学⽣⽀援機構の⼤学院第⼀種
奨学⾦の選考基準に準じて選考を⾏う。 
 
 ○免除の額：原則として半期授業料の半額を上限とし，必要に応じてこれに準ずる額とする。 
 
 ○学⼒基準：独⽴⾏政法⼈⽇本学⽣⽀援機構⼤学院第⼀種奨学⾦に係る学⼒基準を準⽤する。 
 
 ○家計基準：独⽴⾏政法⼈⽇本学⽣⽀援機構⼤学院第⼀種奨学⾦に係る家計基準を準⽤する。 
          （申込者本⼈の収⼊⾦額が基準額以下であること。） 
           ただし，必要に応じて全学の授業料免除の家計基準を準⽤し，申請者の属する世帯の総所得      

⾦額（総収⼊⾦額から必要経費，特別控除額を差し引いた⾦額）により算定する。 
 
     申込者本⼈の収⼊⾦額は，下表の各項⽬を合計して算出する。 

項  ⽬ 留    意    点 
定職収⼊ ・勤務の条件が常勤で定給を得ている場合 

・前年１年間のもの 
・ただし，前年１年間の収⼊⾦額に対して，本年の収⼊⾦額が転・退職等でかなりの
変動が⾒込まれる場合は，4⽉1⽇（後期申請は10⽉1⽇）時点で本年１年間に⾒
込まれる収⼊⾦額 
 

奨 学 ⾦ ・本年度１年間に受けるすべての給付・貸与奨学⾦の合計額 
・現在申請中のものは除く 
 

アルバイト収⼊ ・定職以外で⾒込まれる報酬 
 

⽗⺟等・配偶者 
からの給付⾦ 

・⾃宅通学者は，⾷費・住居費など⾦銭・物品を問わず，本⼈の⽇常⽣活において，
⼀般的に家計から⽀出されるものを⾦額に算定し，さらに授業料・通学費・⼩遣い等，
本⼈または本⼈に代わって家計から⽀出する⾦額も算定して，その合計額 
・⾃宅外通学者は，⾦銭・物品を問わず，本⼈が⽗⺟等・配偶者から給付をうける⾦
額および⽗⺟等・配偶者が本⼈に代わって負担する⾦額の合計額 
 

預貯⾦からの引
出 

・預貯⾦からの引出(取り崩し)額  
 

その他の収⼊ ・本年１年間に本⼈の資産から⽣じる利⼦収⼊・配当収⼊など，上記収⼊にあてはまら
ない収⼊⾒込⾦額 
 

 
 
※ 授業料免除受付⽇：2020 年３⽉ 5 ⽇（⽊） 
 
 
※・｢名古屋⼤学授業料免除申請書｣                            
                                      に各種証明書を添付し提出してください。 
  ・｢法科⼤学院授業料免除申請書｣  
 
 

＊＊＊＊＊＊ 
 
 

 

 



2020 年度 法科⼤学院授業料免除申請書 
 

  年      ⽉      ⽇ 
名古屋⼤学総⻑ 殿 

                                         年度⼊学 

                                 法学研究科 実務法曹養成専攻  既修・未修        年 

                                 学籍番号            ⽒名                   
 
授業料免除の申請に当たり，私(本年度について，本⼈のみ)の経済⽣活状況等を下記のとおり申告します。 
 

記 
 
※次⾴以降の経済⽣活状況申告書を作成後，本⾴の各区分の収⼊⾦額を記⼊してください。 
 （すべての項⽬について記⼊してください。「ゼロ」なら「０」と記⼊してください。） 

区    分 
収 ⼊ ⾦ 額（年 額・税込，万円） 

2019年1⽉〜12⽉(万円) 2020年1⽉〜12⽉(⾒込)(万円) 
 
 
 
 本 
 
 
 
 ⼈ 
 
 
 
 の 
 
 
 
 収 
 
 
 
 ⼊ 
 
 

 
 定 職 収 ⼊ 
 

 
                          万円 
 

 
                          万円 
 

 
 奨学⾦ 
 

 
                          万円 
 

 
                          万円 
 

 
 アルバイト収⼊ 
 

 
                          万円 

 
                          万円 

 
                          万円 

 
                          万円 

 
 ⽗⺟等からの給付⾦ 
 

 
                          万円 
 

 
                          万円 
 

 
  配偶者からの給付⾦ 
 

 
                          万円 
 

 
                          万円 
 

 
 預貯⾦からの引出額 
 

 
                          万円 
 

 
                          万円 
 

 
 その他の収⼊ 
 

 
                          万円 
 

 
                          万円 
 

 
  収⼊⾦額合計 
 

 
                         万円 
 

 
                          万円 
 



法科⼤学院⽣⽤ 経済⽣活状況申告書 
                                                 

                                 学籍番号            ⽒名                   
 
【記⼊上の注意】 
  ※１ 「1．収⼊(平均的収⼊⽉額)」≧「2．⽀出(平均的⽀出⽉額)」となるように記⼊してください。 
  ※２ 「1．収⼊(平均的収⼊⽉額)」の｢⽉額⾦額｣の上段（  ）内には，昨年度の状況を記⼊してください。 
  ※３ すべての項⽬について記⼊してください。「ゼロ」なら「０」と記⼊してください。 
１．収 ⼊〔平均的収⼊⽉額〕 

⽉ 額 ⾦ 額 項          ⽬ 
 
（          ）円 
 
                  円 

定職収⼊ 

勤務の条件が常勤で定給を得ている場合(前年1年間のもの) 
ただし，前年１年間の収⼊⾦額に対して，本年１年間の収⼊⾦額が転・退
職等でかなりの変動が⾒込まれる場合は，4⽉1⽇（後期は10⽉1⽇）時
点での状態で本年１年間の収⼊⾒込額を記⼊のこと。 

 
（          ）円 
 

         円 

奨 学 ⾦ 

奨学⾦の名称（                                  ） 
⽀給期間：        年       ⽉ 〜        年       ⽉ 
奨学⾦の名称（                                  ） 
⽀給期間：        年       ⽉ 〜        年      ⽉ 

 
（          ）円 
 
 
                 円 

アルバイト収⼊ 職  種 

（  ）語学講師，通訳，翻訳，設計，製図等 
（  ）事務的な仕事 
（  ）店員等 
（  ）⼯場，建設現場，清掃等の作業等 
（  ）ティーチング・アシスタント 
（  ）その他（                ） 

 
（          ）円 
 
                  円 

⽗⺟等からの
給付⾦ 

本⼈との 
間  柄 

（  ）⽗⺟ 
（  ）兄弟姉妹 
（  ）その他（                ） 

 

（          ）円 
 

                 円 
配偶者からの給付⾦ 

 

（          ）円 
 

                  円 
預貯⾦からの引出額 

 

（          ）円 
 

                  円 
その他の収⼊ 

具体的な内容： 

 
（          ）円 
 
 
                  円 

合 計 ⾦ 額 



 【すべての項⽬について記⼊すること。｢ゼロ｣なら｢０｣と記⼊すること。】 
２．⽀ 出〔平均的⽀出⽉額］(本⼈のみ)(⼊学料・授業料(年額を１２で割る)を含む。) 

⽉ 額 ⾦ 額  項         ⽬ 
 
                  円 

 ⾷   費 １ヶ⽉の⾷費を記⼊。家族等と⼀緒の⾷事は，家族等数で割った⾦額をプ
ラスする。外⾷があれば，その⾦額もプラスする。 

 
 
                  円 

住 居 費 
（ 部屋代 ） 

（ ）下宿(ｱﾊﾟｰﾄ等) 
（ ）賃貸住宅 
（ ）企業の社員寮 
（ ）持家(実家等) 
（ ）その他(具体的に) 

・下宿(ｱﾊﾟｰﾄ等)，賃貸住宅，企業の社員寮は 
家賃等を同居家族等数で割った⾦額を記⼊する。 
・持家(実家等)の場合は[固定資産税・住宅ローン
返済額]の⽉額を算出し，同居家族数等で割った
⾦額を記⼊する。 

                  円  光熱⽔費  家族等と同居の場合は，同居家族等数で割った⾦額を記⼊する。 
             円  書 籍 費（教科書，参考書等） 
 
該
当
欄
に
記
⼊ 
 

○未修1年，既修1年       
※90,500 円 

＋                円 
合計               円 

⼤学納⼊⾦(⼊学料・授業料) ＋ 通学費  
 ※(282,000(⼊学料)＋804,000(授業料))／12＝90,500 

○未修2・3年，既修2年      
※67,000円 

   ＋                円 
  合計               円 

⼤学納⼊⾦(授業料) ＋ 通学費  
 ※804,000(授業料)／12＝67,000 
 

                  円  預貯⾦額 
 
 
 
                  円 

その他，通信費，⾐服，理容，⽇⽤品，⼩遣い，交際費，年⾦等の上記以外の⽇常⽣
活で⽀出した⾦額 
（具体的な内容） 
 
 

 
             円 

 合 計 ⾦ 額 

 
３．世帯の構成(同居者を記⼊。本⼈は記⼊しない。)    世帯⼈員（本⼈を除く）    ⼈ 
続 柄    ⽒   名 年 齢         職 業・勤務先・学校名 
  ⽗      歳  
  ⺟      歳  
配偶者  

    歳 

（ ）勤務先（                               ） 
（ ）無 職 
（ ）学 ⽣           ⼤学          学 部     年 
                                          研究科    年 
                             研究⽣・⼤学院研究⽣ 

      歳  
      歳  
      歳  

 
４．家計状況について（実状を具体的に記載すること。） 
                                                                         
                                                                         
                                                                         
                                                                         
                                                                         


